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最
近
、
十
字
軍
関
係
の
研
究
書
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

見
る
と
十
字
軍
研
究
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

十
字
軍
国
家
史
及
び
十
字
軍
史
の
両
面
に
お
い
て
多
大
な
る
業
績
を
あ
げ
、

十
字
軍
研
究
の
第
｝
人
者
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
確
立
し
て
い
る
｝
o
嶺
甲

普
p
⇔
野
置
Φ
《
あ
鶯
搾
け
は
、
近
年
十
字
軍
理
念
研
究
を
そ
の
関
心
の
中
心
に

し
て
お
り
、
彼
の
弟
子
達
が
そ
れ
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
る
。
近
年
で
は

客
。
昌
欝
窪
国
。
岳
囲
。
ざ
N
二
三
ミ
戟
§
如
9
窯
翁
§
勲
○
改
。
鴎
9
一
¢
Q
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込
。
．
や

国
＝
凌
げ
①
夢
曽
げ
曾
蔓
》
9
篤
帖
§
肋
§
ミ
G
ミ
器
§
蕊
鱗
賊
O
a
よ
N
N
タ
○
圏
。
＆
讐

む
◎
。
朝
6
等
が
そ
の
成
果
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
ご
く
最
近
で

も
、
諸
錠
。
島
】
響
巳
は
著
書
宍
§
窓
“
電
㌧
ミ
黛
§
戚
導
恥
卜
δ
・
涛
題
下
§
聴

ざ
§
停
止
○
ミ
簑
§
・
○
渚
隔
曾
P
冨
O
ω
・
に
お
い
て
十
字
軍
士
と
な
っ
た

騎
士
の
心
性
に
つ
い
て
、
9
一
ω
8
覧
μ
日
．
竃
巴
實
は
ミ
ミ
6
ミ
若
き
馬

G
菱
旨
§
漁
O
竜
王
σ
甑
α
σ
q
ρ
一
〇
㊤
、
h
に
お
い
て
十
字
軍
の
説
教
と
そ
れ
に
携

わ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
潤
や

δ
率
ω
津
綜
げ
学
派
を
中
心
と
し
た
十
字
軍
研
究
の
多
様
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

又
、
騎
士
修
道
会
に
つ
い
て
の
著
作
が
こ
こ
最
近
に
な
っ
て
相
次
い
で
出
版

さ
れ
て
い
る
の
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
多
様
化
す
る
十
字
軍
研
究
の
中
で
も
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研

究
を
中
心
と
す
る
十
字
軍
国
家
研
究
に
関
す
る
著
作
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
を

見
せ
な
い
。
か
つ
て
一
九
五
〇
～
七
〇
年
代
に
は
咳
き
図
8
げ
鎚
P
甘
－

ω
げ
信
p
℃
冨
妻
。
昌
測
ρ
昌
ω
国
ぴ
。
酔
即
a
寓
斜
団
鐙
や
二
二
Φ
率
ω
日
淳
げ
等
が
エ

ル
サ
レ
ム
王
国
に
つ
い
て
活
発
に
論
じ
多
数
の
名
著
を
残
し
た
。
が
、
菊
瞥

竃
率
ω
ヨ
諄
げ
の
著
｛
蕎
N
ミ
等
黒
§
、
さ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
き
偽
ミ
蕊
偽
駄
。
ミ
ミ

智
臓
誤
ミ
§
3
匿
N
へ
1
恒
等
噂
炉
。
巳
。
ダ
H
㊤
鳶
●
を
も
っ
て
十
分
に
考
察
が
な
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
近
年
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
関
す
る
本
格
駒

な
研
究
書
は
ω
霊
く
Φ
ゆ
6
ま
営
①
の
さ
嚇
§
黛
轟
黛
§
ミ
ト
ミ
勢
ミ
誉
§
暮
恥

ト
ミ
§
碧
§
窒
。
ミ
鼠
㍉
ミ
誤
ミ
馬
ミ
藁
O
逸
【
爲
も
ト
○
蔦
o
a
し
⑩
。
。
り
・
の
み
で

あ
る
。
こ
こ
で
爵
σ
び
δ
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
け
る
騎
士
修
道
会
や
キ

プ
寮
ス
王
国
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
指
摘
こ
そ
今
後
の
エ
ル

サ
レ
ム
王
国
史
研
究
の
大
き
な
諜
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
騎
士
修
道
会
、
イ

タ
リ
ア
諸
都
市
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
十
字
軍
国
家
在
住
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）

勢
力
や
キ
プ
ロ
ス
王
麟
と
い
っ
た
封
建
関
係
外
要
素
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
で

は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
十
分
か
つ
有
機
的
な
考

察
な
く
し
て
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研
究
は
大
き
な
薫
蒸
を
持
ち
続
け
る
こ

と
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
つ
た
問
題
が
想
起
さ
れ
る
中
で
、
上

記
の
日
ξ
匡
①
の
示
唆
を
受
け
る
形
と
な
っ
て
一
九
九
一
年
に
出
版
さ
れ
た

の
が
本
書
で
あ
る
。

　
か
つ
て
男
幽
囲
。
団
－
G
o
巨
夢
に
師
事
し
た
著
者
は
、
現
在
で
は
十
字
軍
研
究

に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
中
で
も
十
五
軍
国
家
史
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研
究
に
お
い
て
多
数
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
本
書
は
、
近
年
田
。
ゲ
二
戸

等
の
発
表
し
た
数
本
の
論
文
を
除
い
て
は
、
0
8
磯
①
因
≡
に
よ
る
名
著
箆

鴫
軌
無
。
遷
ミ
e
㌣
蕊
・
幽
く
O
『
・
O
匿
難
び
誌
儀
σ
q
①
・
一
逡
O
I
α
い
δ
・
以
降
殆
ど
研
究

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
キ
プ
ロ
ス
王
困
史
研
究
に
お
い
て
、
久
々
の
本
格
的
な

研
究
書
で
あ
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
。
膨
大
な
史
料
を
基
に
、
主
に
政
治
史
、

外
交
史
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
キ
プ
ロ
ス
王
国
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
本
書

は
、
十
字
軍
時
代
の
キ
プ
ロ
ス
王
国
像
を
描
く
の
に
成
功
し
て
い
る
と
雷
え

よ
う
。
又
、
本
書
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
研
究
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
益
な

研
究
書
で
あ
る
と
い
う
意
義
も
持
つ
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
キ
プ
ロ
ス
王

国
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
と
の
密
接
な
関
係
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
エ
ル

サ
レ
ム
王
国
史
の
勉
強
に
着
手
し
始
め
た
ば
か
り
の
評
者
に
と
っ
て
、
本
書

は
大
変
重
要
な
示
唆
を
行
っ
て
く
れ
る
著
作
で
あ
る
。
本
書
の
題
名
か
ら
も
、

又
本
書
が
＝
二
七
四
年
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
侵
入
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
著
者
が
あ
く
ま
で
も
十
宇
軍
国
家
と
し
て
の
キ
プ
ロ
ス
王
国
を
描
い
て

い
る
こ
と
は
欝
う
ま
で
も
な
い
。
上
記
の
如
く
、
以
前
よ
リ
エ
ル
サ
レ
ム
王

国
に
と
っ
て
の
キ
プ
ロ
ス
玉
国
の
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
十

分
な
考
察
は
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
お
け
る
本
書
の
重
要
性
は
大
で

あ
り
、
今
後
の
十
字
軍
国
家
史
研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
は
聞
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
九
つ
の
章
か
ら
な
り
、
内
容
が
広
範
囲
に
亘
る
た
め
個
々
の
事
例

に
対
し
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
以
下
各
説
に
つ
い
て
簡

単
に
紹
介
・
解
説
し
、
最
後
に
全
体
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

　
●
　
O
o
謬
ρ
繧
窃
齢

本
章
で
は
先
ず
第
三
回
十
字
軍
か
ら
一
五
撮
紀
末
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
よ
る

キ
プ
ロ
ス
併
合
ま
で
の
概
観
を
簡
単
に
述
べ
た
後
に
、
一
一
九
一
年
の
リ
チ

ャ
ー
ド
一
世
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
占
領
の
背
景
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
十

世
紀
中
ご
ろ
迄
、
キ
プ
ロ
ス
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
さ
し
て
重
要
性
を

持
た
ず
、
ビ
ザ
ン
ツ
支
配
下
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
ア
ラ
ブ
人
の
「
共
同
体
」
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
回
十
字
軍
の
成
功
に
よ
り
キ
プ
ロ
ス
は
政
治
的
、

経
済
的
に
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
著
老
は
、
そ
の
転
換
の

一
つ
と
し
て
ビ
ザ
ソ
ツ
の
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
覇
権
の
回
復
を
、
も
う
一
つ

と
し
て
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
を
中
心
と
す
る
地
中
海
経
済
の
復
活
を
挙
げ
て
い

る
。
前
者
の
影
響
は
、
キ
プ
ロ
ス
に
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
官
僚
的
支
配
機
構
が

移
植
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
八
章
で
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
て
お
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
．

の
植
罠
活
動
・
経
済
活
動
・
軍
事
活
動
等
の
実
態
に
つ
い
て
の
考
察
の
必
要

を
感
じ
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
書
中
で
も
随
所
に
イ
タ
リ
ア
諸
都
帯
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
キ
プ
ロ
ス
王
国
に

と
っ
て
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
果
た
す
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
役
割
が

あ
ま
り
に
も
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

b
㊤
●
　
◎
Q
⑦
酔
識
O
冨
①
鄭
齢

　
本
章
で
は
、
キ
プ
μ
ス
の
地
理
・
農
業
・
入
口
・
キ
プ
ロ
ス
内
主
要
都
市

間
の
移
動
日
数
等
が
紹
介
さ
れ
た
後
で
、
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
以
降

の
植
民
政
策
・
支
配
政
策
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　
一
一
九
二
年
春
に
キ
プ
認
ス
を
手
に
入
れ
た
ギ
！
・
ヂ
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン

は
、
ア
ッ
コ
ソ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
等
か
ら
軍
人
・
職
人
や

更
に
ア
ラ
ブ
人
を
も
キ
プ
ロ
ス
に
呼
び
寄
せ
、
封
を
与
え
た
。
同
時
代
史
料

に
よ
る
と
そ
の
結
果
三
百
の
騎
士
が
創
出
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
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評書

対
し
、
著
者
は
騎
士
の
創
出
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

キ
プ
μ
ス
に
流
入
し
て
き
た
者
は
、
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
の
出
身
地

で
あ
る
ポ
ワ
ト
ゥ
出
身
の
家
系
の
老
が
多
く
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
よ

り
土
地
を
失
っ
た
者
ば
か
り
で
あ
り
、
ト
ロ
ン
領
主
オ
ン
フ
ロ
ワ
以
外
は
比

較
的
身
分
の
低
い
下
達
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
者
達
は
ギ

ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
と
コ
ラ
ー
ド
・
デ
ル
・
モ
ソ
フ
ェ
ラ
…
ト
の
争
い

の
際
、
ギ
ー
の
側
に
付
い
た
老
懸
で
あ
っ
た
。

　
続
い
て
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
に
よ
る
キ
プ
β
ス
の
支
配
形
態
に
つ

い
て
の
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
人
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
支
配
は
支
配

階
級
・
支
配
体
制
そ
の
も
の
を
変
え
た
。
打
ち
、
ギ
リ
シ
ア
人
支
配
者
の
駆

逐
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
法
の
導
入
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
支
配
者
に
対
し

て
は
「
妥
協
的
」
で
あ
り
、
そ
の
事
は
ピ
ザ
ソ
ツ
支
配
時
代
の
貨
幣
の
継
承
、

ギ
リ
シ
ア
正
教
会
の
存
続
等
に
表
さ
れ
て
お
り
、
短
命
に
終
わ
っ
た
テ
ン
プ

ル
騎
士
修
道
会
の
支
配
と
対
照
的
に
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス

支
配
は
然
し
た
る
反
乱
も
な
く
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
扱
わ
れ
る

現
地
人
支
配
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
字
軍
国
家
史
硬
究
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
殆
ど
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
必
要
な
テ
…

マ
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
●
●
　
琵
δ
嗣
」
蕾
凝
コ
9
。
冒
餓
鴇
留
器
け
鴇

　
本
章
は
前
半
に
お
い
て
リ
ュ
ジ
一
一
ヤ
ン
家
の
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
で
の
台
頭

を
史
実
に
沿
っ
て
叙
述
し
て
い
る
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国

に
姿
を
現
し
た
の
は
、
一
一
〇
二
年
に
ギ
ー
の
曾
祖
父
ユ
ー
グ
六
世
が
ラ
ム

ラ
の
戦
い
に
参
加
し
た
時
で
あ
る
。
ギ
ー
の
父
、
ユ
ー
グ
八
世
も
シ
リ
ア
に

到
来
し
て
い
た
。
一
一
五
四
年
、
よ
リ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
家
の
象
臣
で
あ
っ
た

リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
家
だ
が
、
一
一
穴
八
年
、
　
一
｝
七
三
年
に
ア
モ
ー
リ
ー
、
ジ

ョ
フ
ロ
ワ
、
ギ
ー
の
三
兄
弟
が
ヘ
ソ
リ
ニ
世
に
対
し
反
乱
を
．
起
こ
し
た
。
著

者
は
そ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
彼
ら
が
エ
ル
サ
レ
ム
田
草
へ
渡
っ
た
と
考
え

る
。
当
然
ヘ
ソ
リ
ニ
世
に
対
す
る
反
乱
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
上
記
の
如
く
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
が
代
々
十
字
軍
士
家
系
で
あ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
章
後
半
に
お
い
て
は
ギ
ー
の
後
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
ア
モ
…
リ
ー
の

政
策
に
つ
い
て
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ー
が
キ
プ
ロ
ス
支
配
の
基
礎
を

作
っ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
モ
ー
リ
ー
は
キ
プ
ロ
ス
支
配
を
確
立
し
た
と

い
え
る
。
著
老
は
、
ア
モ
ー
リ
…
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
支
配
の
確
立
を
、
教
皇

の
承
認
を
得
た
ラ
テ
ン
教
会
制
度
の
確
立
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ

六
世
か
ら
の
キ
プ
ロ
ス
国
王
承
認
、
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
ア
ン
リ
・
ド
・
シ
ャ

ソ
パ
ー
ニ
ュ
と
の
和
解
の
三
つ
の
点
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
著
者

が
こ
れ
ら
三
点
の
背
景
に
ビ
ザ
ソ
ツ
や
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
脅
威
と
の
関
連
を

見
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
十
字
軍
国
家
に
つ
い
て

論
じ
る
場
合
に
は
、
特
1
7
侮
対
ム
ス
リ
ム
臨
戦
体
制
と
い
う
こ
と
の
考
察
が
必

要
で
あ
る
と
、
評
老
に
は
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
国

王
と
の
和
解
の
結
果
、
又
一
一
九
七
年
以
降
ア
モ
ー
り
一
が
エ
ル
サ
レ
ム
国

王
を
兼
任
し
た
結
果
、
エ
ル
サ
レ
ム
・
キ
プ
ロ
ス
両
王
国
の
関
係
が
密
に
な

り
、
以
後
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
の
防
衛
に
お
い
て
キ
プ
ロ
ス
王
国
が
軍
事
的
・

経
済
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

心
●
　
啄
7
㊦
踏
O
耀
の
㊦
O
曉
圃
ぴ
酬
凶
謬

　
前
章
で
は
キ
プ
ロ
ス
王
権
を
担
っ
た
り
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
家
に
つ
い
て
の
考
察

が
為
さ
れ
た
が
、
本
章
で
は
キ
プ
ロ
ス
・
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
最
有
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ガ
貴
族
家
系
で
あ
ク
た
イ
ブ
ラ
ソ
家
に
つ
い
て
の
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
。

イ
ブ
ラ
ン
家
は
二
四
〇
年
代
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
内
に
所
領
を
得
、
婚
姻

政
策
等
に
よ
り
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
ま
で
に
王
国
の
最
有
力
貴
族
の
一
つ

と
な
っ
て
い
た
。
上
記
の
内
紛
の
晧
期
に
は
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
と
対
立
し
て

い
た
イ
ブ
ラ
ン
家
が
、
キ
プ
ロ
ス
に
進
模
し
た
の
は
一
一
＝
○
年
代
で
あ
り
、

著
者
は
そ
の
原
因
が
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
リ
エ
ソ
ヌ
と
イ
ブ

ラ
ソ
家
の
色
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
神
聖
ロ
ー

マ
皇
帝
フ
ジ
ー
ド
リ
ヒ
憂
世
の
介
入
に
よ
る
内
乱
O
ぞ
岸
≦
p
凪
の
結
果
、

イ
ブ
ラ
ン
家
は
エ
ル
サ
レ
ム
・
キ
プ
ロ
ス
両
王
国
に
お
い
て
最
有
力
貴
族
と

し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
で
最
も
興
味
深
い
の
は
、
著

者
が
「
イ
ブ
ラ
ン
家
は
あ
く
ま
で
も
キ
プ
ロ
ス
国
王
の
家
臣
で
あ
っ
た
」
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
同
時
期
の
エ
ル
サ
レ

ム
王
国
で
は
イ
ブ
ラ
ン
家
は
国
王
を
も
凌
ぐ
最
有
力
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
著
者
は
キ
プ
ロ
ス
で
は
王
権
が
イ
ブ
ラ
ン
家
を
押
え
込
め
る
程

に
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

㎝
・
　
6
ゲ
㊦
O
①
騰
。
冒
8
0
鴎
ピ
二
言
◎
Q
曳
触
冨

　
本
章
で
は
先
ず
キ
プ
ロ
ス
王
国
に
よ
る
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
防
衛
（
十
字
軍

参
加
、
そ
の
他
の
出
兵
）
　
の
具
体
例
が
列
挙
さ
れ
、
次
い
で
キ
プ
ロ
ス
・

エ
ル
サ
レ
ム
両
王
国
に
所
領
を
持
っ
て
い
た
聖
界
諸
侯
・
騎
土
修
道
会
・
貴

族
・
キ
プ
ロ
ス
王
家
の
キ
プ
ロ
ス
で
の
収
入
が
ラ
テ
ン
・
シ
リ
ア
防
衛
に
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
か
ら
の
皇
帝
軍
撤
退
後
、
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
コ
ソ

ラ
ー
ト
ニ
世
の
摂
政
と
し
て
先
ず
前
キ
プ
p
ス
国
王
ユ
ー
グ
一
世
の
未
直
入

ア
リ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
次
い
で
そ
の
息
子
で
あ
り
キ
プ
ロ
ス
国

王
で
も
あ
る
ア
ン
リ
一
世
が
選
出
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
著
者
は
二
つ
の
重
大

な
見
解
を
与
え
て
い
る
。
先
ず
一
つ
は
ア
リ
ス
や
ア
ン
リ
一
世
が
エ
ル
サ
レ

ム
王
国
に
介
入
し
た
理
由
を
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
富
に
帰
す
点
で
あ
る
。
エ

ジ
プ
ト
と
の
条
約
に
よ
り
、
一
二
四
〇
年
代
の
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
は
一
三
世

紀
に
お
い
て
最
大
領
土
を
誇
り
、
従
っ
て
そ
の
商
業
を
中
心
と
し
た
収
益
も

多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
の
条
約
は
ダ
マ
ス
カ
ス
と

を
結
ぶ
重
要
な
商
業
ル
ー
ト
の
断
絶
を
意
味
し
た
と
い
う
ロ
一
冨
団
あ
δ
同
夢

の
指
摘
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
で
あ
る
の
は
、
ラ

テ
ン
・
シ
リ
ア
の
防
衛
に
要
す
る
費
用
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
か
ら
の
収
入
よ

り
も
多
額
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
詳
細
な
検
討
な

く
し
て
」
概
に
著
者
の
見
解
が
正
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
さ
て
も
う
一
点
は
エ
ル
サ
レ
ム
国
王
（
摂
政
）
と
十
字
箪
－
士
の
関
係

で
あ
る
。
ア
ン
リ
一
世
の
摂
政
時
代
は
ほ
ぼ
聖
王
ル
イ
の
十
字
軍
期
と
一
致

し
て
お
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
圏
の
運
営
は
聖
王
ル
イ
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
有
力
者
率
い
る
十
字
軍
の
滞
在
期
に
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
エ

ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
強
大
な
権
力
を
持
つ
。
こ
の
事
は
エ
ル
サ
レ
ム
王

国
の
権
力
構
造
を
考
察
す
る
に
お
い
て
重
要
な
点
と
な
ろ
う
。

①
●
目
ザ
。
開
。
鐸
鵠
亀
賦
窪
超
園
團

　
本
章
で
は
、
　
二
九
一
年
の
ア
ッ
コ
ン
陥
落
以
降
地
中
海
東
部
に
お
い
て

対
ム
ス
ジ
ム
の
前
線
と
な
っ
た
キ
プ
ロ
ス
王
国
に
つ
い
て
、
ア
ン
リ
挙
世
の

統
治
時
代
を
中
心
と
す
る
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
リ
ニ
世
統
治
時
代

の
前
半
に
お
い
て
は
、
教
皇
の
呼
掛
け
に
よ
る
十
字
軍
計
画
、
ム
ス
リ
ム

（
マ
ム
ル
ー
ク
朝
）
と
の
貿
易
禁
止
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
テ
ソ
プ
ル
騎
士
修
道

会
・
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
と
の
関
係
悪
化
等
が
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
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評書

　
後
半
は
、
ア
ン
リ
一
世
の
イ
ル
汗
国
と
の
提
携
失
敗
の
背
景
や
、
そ
れ
を

原
因
と
し
た
ア
ソ
リ
ニ
世
と
そ
の
弟
の
ア
モ
…
リ
ー
と
の
争
い
に
よ
る
内
紛

の
状
況
が
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
本
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
著
者
が
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
政
治
史
を
考
察
す

る
に
あ
た
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
や
騎
士
修
道
会
等
の
外
部
要
素
と
の
関

係
か
ら
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
十
字
軍
国
家
史
研
究
の
あ
り
か
た

に
重
要
な
指
針
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

“

⑫
鴇
碁
己
・
隊
。
層
。
躍
鉱
畠
糟
O
o
舅
旨
。
零
。
暫
昌
島

O
博
犀
。
瞬
即
飾
㊦
ロ
慶
w
蕊
N
劇
山
Q
Q
①
O

　
本
章
で
扱
わ
れ
る
ユ
ー
グ
四
世
、
ピ
エ
ー
ル
一
世
時
代
は
キ
プ
凋
ス
玉
国

史
に
お
い
て
最
も
十
字
軍
活
動
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ユ
…
グ

四
世
時
代
に
教
皇
が
中
心
と
な
り
二
度
に
渡
っ
て
締
結
さ
れ
た
対
ト
ル
コ
同

明
皿
や
、
ピ
エ
ー
ル
一
世
に
よ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
攻
撃
に
代
表
さ
れ
る
。

著
者
は
、
こ
の
時
代
の
、
主
と
し
て
ピ
エ
ー
ル
一
世
時
代
の
十
字
置
活
動
が

単
な
る
聖
地
国
象
復
活
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な
く
、
商
業
的
復
活
を
目
的

と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ユ
ー
グ
二
世
が
貿
易
相

乎
国
で
あ
る
マ
ム
ル
…
ク
朝
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
ピ

エ
ー
ル
一
世
が
貿
易
競
争
相
手
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
攻
撃
罵
標
と

し
た
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
交
易
ル
ー
ト
の
変
化

（
内
陸
ル
…
ト
↓
紅
海
・
黒
海
ル
ー
ト
）
や
黒
死
病
に
よ
る
人
口
減
少
の
結

果
生
じ
た
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
経
済
衰
退
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ピ

エ
ー
ル
｝
世
に
関
す
る
指
摘
こ
そ
、
本
書
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

最
も
著
者
が
力
を
注
い
で
い
る
点
で
も
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
韻
羅
を
中
心
と

す
る
従
来
の
研
究
者
の
描
く
ピ
エ
ー
ル
｛
世
像
は
理
想
主
義
的
色
彩
の
強
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
薯
者
は
上
記
の
こ
と
を
背
景
に
、
ピ
エ
ー
ル
一
世
は
現

実
的
な
策
士
、
戦
略
家
か
つ
経
済
的
合
理
主
義
者
で
あ
っ
た
、
と
そ
の
像
に

再
評
纐
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

Q
◎
．
　
三
三
瞬
。
駐
ゲ
君
9
欝
自
O
O
〈
霞
謬
ヨ
㊦
福
二

　
こ
れ
ま
で
の
章
で
は
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
外
交
、
貿
易
、
十
字
軍
や
様
々
な

事
件
に
つ
い
て
の
史
実
的
事
項
を
詳
細
に
検
討
し
、
従
来
の
説
に
修
正
・
反

論
を
加
え
て
き
た
の
に
対
し
、
本
章
で
は
キ
プ
羅
ス
王
国
の
内
政
に
つ
い
て

の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
。
。
o
コ
Φ
ω
o
げ
9
㌍
o
o
房
＄
ぼ
ρ
ヨ
錠
ω
プ
9
一
や
。
ゲ
ρ
日
げ
Φ
二
置
を
初
め

と
す
る
様
々
な
役
職
に
つ
い
て
の
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
に
お
い

て
最
も
重
要
で
あ
る
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
一
般
的
見
解
で
は
キ
プ
ロ
ス

王
国
の
行
政
機
構
は
西
ヨ
ー
β
ッ
パ
や
主
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
も
の
が
移

植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
き
た
。
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
行
政
の
中
心

と
な
る
の
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
と
同
じ
く
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
（
国
王
の
封
建

家
臣
達
か
ら
構
成
さ
れ
る
会
議
）
で
あ
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
い
て
は

そ
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
察
が
様
々
な
結
論
を
導
き
だ
し
て
い
る
の
に
対
し

（
八
塚
春
児
「
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
国
総
量
研
究
の
諸
問
題
」
『
桃
山
歴
史
・

地
理
』
1
6
・
1
7
合
併
号
、
一
九
八
○
年
、
1
6
－
2
6
頁
等
参
照
）
、
キ
プ
ロ
ス

王
国
で
は
王
権
が
強
固
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
様
々
な
点
か
ら
こ

の
事
を
暗
示
的
に
裏
付
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
即
ち
、
広
大
か
つ
要
所
と
な

る
王
領
の
保
持
、
諸
権
利
の
独
占
（
交
通
、
貨
幣
鋳
造
、
塊
の
製
造
販
売
等
）
、

私
的
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
団
体
に
よ
る
行
政
機
関
（
胃
。
団
9
0
◎
口
口
。
ε
の

存
在
、
外
国
人
に
よ
る
軍
隊
の
形
成
、
ク
ー
ル
・
デ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
管
理

で
あ
る
。
著
者
が
こ
れ
ら
の
支
出
体
系
を
ビ
ザ
ン
ツ
支
配
起
源
の
も
の
と
考

ユ41 （977）
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参

え
て
い
る
の
は
、
非
常
に
興
味
深
い
点
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
章
に
お

い
て
示
さ
れ
た
如
く
、
キ
プ
ロ
ス
に
渡
っ
て
き
た
の
は
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
家

に
関
わ
り
が
深
く
、
比
較
的
出
自
の
低
い
者
達
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
家
が
王
国
成
立
初
期
に
強
力
な
王
権
支
配

体
制
を
形
成
し
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑫
り
　
O
一
凶
ヨ
騎
。
富
鉱
。

　
最
終
章
で
あ
る
本
章
に
お
い
て
、
著
考
は
ピ
エ
ー
ル
一
世
の
暗
殺
か
ら
ジ

ェ
ノ
ヴ
ァ
と
の
戦
争
ま
で
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
と
の
戦
争

の
結
果
、
キ
プ
ロ
ス
王
国
は
衰
退
し
、
再
び
勢
い
を
取
り
戻
す
こ
と
は
な
く
、

遂
に
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
と
の
戦
争
は
、
単
に
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
家
支
配
の
キ
プ
ロ
ス
王

国
の
没
落
を
促
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
今
日
ま
で
の
キ
プ
ロ
ス
の
情
勢

を
考
え
る
と
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
と
の
戦
争
は
キ
プ
ロ
ス
そ
の
も
の
の
没
落
の
契

機
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
こ
と
を
思
う
と
、
著
者
が
本
書
を

「
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
支
配
の
キ
プ
ロ
ス
は
そ
の
歴
史
の
中
で
最
も
輝
か
し
い

時
代
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
締
め
括
っ
て
い
る
の
も
決
し
て
誇
張
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
は
キ
プ
ロ
ス
を
「
キ
プ

ロ
ス
王
国
」
と
い
う
一
つ
の
国
家
と
し
て
統
治
し
得
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
が
本
書
の
概
観
で
あ
り
、
各
章
に
お
い
て
気
付
い
た
点
は
そ
の
都
度

指
摘
し
た
が
、
最
後
に
全
体
を
通
し
て
気
付
い
た
点
を
三
つ
程
挙
げ
た
い
と

思
う
。
第
一
点
は
、
本
書
の
序
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
が
キ

プ
ロ
ス
王
国
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
意
國
的
に
社
会
史
、
経
済
史
の
側
面

を
除
法
し
た
た
め
か
、
全
体
と
し
て
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
で
事
実
の
羅
列
と
い
う
感

じ
を
読
者
に
与
え
る
点
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
文
申
に
は
数
多
く
の
著
者

の
見
解
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
書
を
平
板
な
概
説
書
の

類
に
お
と
し
め
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
点
は
、

本
書
の
題
名
に
　
「
十
字
軍
・
」
　
と
明
記
さ
れ
て
い
る
割
に
は
、
　
十
字
軍
運
動

（
特
に
＝
一
九
一
年
以
降
）
内
に
お
け
る
キ
プ
寡
ス
王
国
の
位
置
づ
け
が
明

確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
蓑
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
随
所

に
十
字
軍
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
果
し
て
十
字

軍
に
と
っ
て
の
キ
プ
ロ
ス
王
国
と
は
、
又
キ
プ
ロ
ス
王
国
に
と
っ
て
の
十
字

軍
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
単
純
な
疑
問
を
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

最
後
の
点
は
、
キ
プ
ロ
ス
王
国
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
関
係
が
よ
く
示
さ
れ

て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
キ
プ
ロ
ス
王
国
と
イ
タ
リ
ア
諸
都
衛
や
騎
士
修

道
会
と
の
関
係
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
本
書
で
は
、
考
察

の
手
段
と
し
て
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
や
騎
士
修
道
会
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
勢
力
の
キ
プ
ロ
ス
王
国
に
お
け
る
実
態
に
つ
い
て

の
考
察
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
上
述
の
如
く
、
莫
大
な
経
済
力
と
軍
事
力
を

所
持
し
、
十
字
軍
国
家
を
支
え
て
い
た
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
や
騎
土
修
道
会
が
、

十
字
軍
国
振
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
封
建
外
要
素
の
考
察
こ
そ
最
も
重
要
な
点
で
あ
り
、
今

後
の
十
字
軍
国
家
研
究
の
大
き
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
政
治
史
・
外
交
史
を
中
心
に
自
然
・
軍
事
を
初
め
と
す
る
様
々

な
側
面
か
ら
キ
プ
ロ
ス
王
国
を
捉
え
、
又
様
々
な
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て

い
る
本
書
は
、
久
々
の
本
格
的
な
キ
プ
ロ
ス
王
国
研
究
書
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
今
後
の
十
字
軍
国
家
史
研
究
に
新
た
な
可
能
性
を
与
え
る
良
著
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
特
に
、
今
年
一
九
九
五
年
が
十
字
軍
提
唱
か
ら
九

〇
〇
年
目
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
が
故
に
、
本
書
を
契
機
と
し
て
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我
が
圏
で
は
研
究
の
乏
し
い
十
字
軍
・
十
字
軍
国
家
史
の
研
究
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
を
願
い
た
い
。
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